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総
本
山
醍
醐
寺
二
百
万
坪
に
お
よ
ぶ
広
大
な
境
内
地
に
そ
び
え
る
国
宝
五
重
大
塔
は
静
か
に
一
千
百
三
十
五
年

の
時
の
流
れ
を
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

 

京
都
御
所
の
東
南
、
東
山
を
越
え
る
と
山
科
盆
地
が
ひ
ろ
が
り
、
こ
の
地
は
古
く
か
ら
大
和
・
宇
治
・
近
江
を
経

て
遠
く
北
陸
に
至
る
幹
線
道
路
が
あ
り
、
平
安
京
の
東
南
近
郊
の
一
地
区
と
し
て
注
目
さ
れ
て
来
た
場
所
で
す
。
醍

醐
寺
は
、
こ
の
盆
地
の
東
側
、
笠
取
の
山
頂
に
か
け
て
の
広
大
な
地
域
に
位
置
し
、
山
頂
一
帯
を
「
上
醍
醐
」
山
裾

を
「
下
醍
醐
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

 

平
安
時
代
の
初
期
、
聖
宝
理
源
大
師
は
、
自
刻
の
准
胝
・
如
意
輪
両
観
世
音
菩
薩
を
開
眼
供
養
し
、
醍
醐
寺
開
創

の
第
一
歩
を
上
醍
醐
に
標
し
、
以
来
、
醍
醐
天
皇
、
穏
子
皇
后
の
帰
依
の
も
と
、
上
醍
醐
に
薬
師
堂
を
建
立
、
薬
師

三
尊
を
奉
安
、
鎮
護
国
家
の
た
め
に
五
大
堂
を
建
て
、
五
大
明
王
を
奉
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
下
醍
醐
に
釈
迦
堂
を

建
立
し
、
山
上
・
山
下
に
わ
た
る
壮
大
な
寺
院
計
画
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
醍
醐
天
皇
の
願
い
は
、
朱
雀
天
皇
・
村
上

天
皇
に
受
け
継
が
れ
法
華
三
昧
堂
・
五
重
大
塔
が
建
立
さ
れ
一
山
の
尊
容
が
整
い
ま
し
た
。

 

平
安
時
代
末
に
は
、
白
河
上
皇
・
源
氏
の
帰
依
と
共
に
多
く
の
堂
宇
が
建
立
さ
れ
広
大
な
る
一
山
の
整
備
が
な
さ

れ
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
真
言
宗
事
相
の
根
本
道
場
と
し
て
そ
の
権
威
を
高
め
、
同
時
に
多
く
の
密
教
芸
術
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
南
北
朝
に
は
足
利
尊
氏
の
帰
依
を
一
身
に
集
め
た
賢
俊
座
主
、
足
利
義
満
将
軍
率
い
る
室
町
幕
府
に

お
い
て
黒
衣
の
宰
相
と
言
わ
れ
重
ん
じ
ら
れ
た
満
済
准
后
、
桃
山
時
代
の
義
演
准
后
は
、
秀
吉
の
帰
依
の
も
と
「
醍

醐
の
花
見
」
を
も
っ
て
一
山
を
中
興
、
江
戸
時
代
の
高
演
座
主
は
、
修
験
道
（
山
伏
）
三
千
名
を
伴
い
二
度
に
わ
た

る
大
峯
山
入
峰
を
な
し
、
修
験
道
興
隆
を
計
る
等
々
、
歴
代
磧
徳
を
迎
え
寺
は
護
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
近
代
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
、
昭
和
の
農
地
解
放
の
悲
風
は
容
赦
な
く
山
内
を
吹
き
荒
れ
、
寺
領
は
返
還

し
寺
の
護
持
基
盤
が
大
き
く
揺
れ
る
な
か
、
歴
代
相
承
の
什
宝
は
、
あ
た
か
も
浄
水
を
一
滴
も
も
ら
さ
ず
器
か
ら
器

へ
と
う
つ
す
が
ご
と
く
伝
承
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

 

今
日
、
一
山
は
永
世
護
持
の
た
め
全
山
「
特
別
史
蹟
、
特
別
名
勝
」
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
六
年
十
二
月
に

は
「
世
界
文
化
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
世
界
的
な
「
木
の
文
化
」「
紙
の
文
化
」
の
宝
庫
と
認
識
す

る
時
、
着
々
と
伝
承
さ
れ
る
法
流
血
脈
の
も
と
祈
り
続
け
ら
れ
る
信
仰
の
尊
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

醍
醐
寺
縁
起
は
語
り
伝
え
ま
す
。

『
あ
る
日
、
聖
宝
様
が
深
草
の
貞
観
寺
か
ら
東
の
ほ
う
を
ご
覧
に
な
る
と
、

山
上
に
瑞
雲
が
た
な
び
い
て
い
る
の
が
見
え、
そ
の
瑞
雲
に
誘
わ
れ
山
に
登
り
山
頂
に
着
い
た
時
に
「
ま
る
で
生
ま

れ
故
郷
に
帰
っ
た
よ
う
な
思
い
が
し
た
」
そ
う
で
す
。
谷
間
を
ご
覧
に
な
る
と
、
一
人
の
老
人
が
湧
き
出
る
水
を
飲

ん
で
、
「
甘
露
、
甘
露
。
あ
あ
醍
醐
味
な
る
か
な
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
聖
宝
様
は
老
人
に
こ
の
地
に
寺
院
建
立

を
し
た
い
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
老
人
は
、「
こ
こ
は
、
諸
仏
・
諸
菩
薩
の
雲
集
す
る
地
で
、
私
は
地
主
で
横

尾
明
神
で
あ
る
。
こ
の
地
を
差
し
上
げ
、
長
く
守
護
し
て
あ
げ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
姿
を
消
さ
れ
ま
し
た
。』

 

聖
宝
様
は
こ
の
地
に
寺
を
建
て
ら
れ
、
お
寺
の
名
前
を
「
醍
醐
寺
」
と
称
し
ま
し
た
。

「
醍
醐
」
は
延
喜
帝
の

諡
号
（
醍
醐
天
皇
・
第
六
十
代
）
に
も
な
り
、
地
名
に
も
な
り
、
湧
き
出
る
水
を
「
醍
醐
水
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
自
分
の
心
の
最
高
の
状
態
、
本
当
に
心
か
ら
満
足
で
き
る
状
態
」
を
「
醍
醐
味
」
と
表
現
し
、「
日
常
語
」

に
も
な
り
ま
し
た。

 

聖
宝
様
が
ご
自
身
の
「
霊
性
」
を
重
ん
じ
感
得
さ
れ
た
「
醍
醐
」
の
二
文
字
は
移
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
生
き
い
き

と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

《秋期夜間拝観 申込用紙》 京都 醍醐寺 FAX：０７５－５７１－０１１２

① 下記にお客様情報をご記入下さい。参加人数欄の□にチェックを入れて、人数をご記入ください。

② 拝観予約日の□にチェックをしてください。

● 拝観料は、当日受付にて承ります。

◆ 夜間拝観…個人１０００円・団体８００円 名以上    

● ＦＡＸまたは、郵送にてお申し込みください。

● ＦＡＸは２４時間受付いたしますが、お問い合わせは、９：００～１７：００までにお願いいたします。

● ４８時間以内に確認のお電話をさせていただきます。

【個人情報について】ご記入いただいたお客様の個人情報については、法令および本山の個人情報方針に基づき適切な管理を行い、申込の確認及びそれらに伴うご連絡のために使用いたします。取得した個人情報に

ついては法令に基づいた開示請求等正当な理由がある場合を除きお客様の同意なく第三者に提供・開示することはありません。

〔問い合わせ〕〒 －  京都府京都市伏見区醍醐東大路町  総本山醍醐寺内売店 ･ ‐ ‐
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